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プラットフォームは「異なる 2 種類のユーザー・グループを結び付け，1 つのネットワ
ークを構築するような製品やサービス」と定義されるものである(Eisenmann, Parker & Van 
Alstyne, 2006; 根来・足代, 2011)。Web 技術が普及したことで，インターネットを介したサ
ービスにおけるプラットフォームの役割は拡大しつつあり，ツーサイド市場のあり方が問
われるようになっている。 





































2020 年 1 月 2 日最終閲覧。 
2 本稿ではプラットフォーマー，ユーザー，創作者というプレーヤーで成り立つプラットフォーム
に注目している。それが UGC プラットフォームの在り方を比較的純粋に表現すると思われるから




















図 1 ツーサイド市場とプラットフォーム企業 
出所：立本（2011, p. 69）に一部加筆・修正して作成 
 
 
3 「閲読産業発展報告（2017）発布 我国有声書市場規模增長強劲」新華網，2017 年 7 月 23 日







数が少ない市場 B においてマネタイズを行う。市場 A にディスカウント価格で製品を提供
することはユーザーの拡大につながる。そして，市場 A と市場 B の間で間接ネットワーク










する戦略もまた研究されている。Eisenmann, Parker & Van Alstyne (2011, p. 1270)は，後発プラ
ットフォーム業者が市場に参入する包囲戦略を提示している。プラットフォーマーが市場
を占拠している事業 A に対して，別の事業 B ではユーザーを得ている企業が，後発者とし
て参入しようとする場合を考えよう。後発企業は，事業 A において先発企業を模倣すると
ともに，その事業の機能を自らの既存事業 B とバンドルする。この時，後発企業は事業 A
と B を両方持つことによって，先発企業より多様なサービスが提供できるようになる。そ
して，後発企業が事業 A において無料あるいは先発者より低価格でユーザーにサービスを
提供すれば，後発企業の元からのユーザーが事業 B のみならずバンドルされた事業 A を利
用する可能性，そして先発プラットフォームのユーザーも事業 A について後発プラットフ
ォームに乗り換える可能性が高まる。 
(3) UGC（User Generated Content）に関する研究 
Anding & Hess (2003)によると，コンテンツとは編集後の取引可能な情報を指す。そして，
コンテンツは「インフォメーション」と「コミュニケーション」という二つの側面を持つ











また，Wunsch-Vincent & Vickery (2007)は伝統的なメディア出版と UGC のバリューチェ
ーンを比較した。まず，伝統的な出版と比べると，UGC の創作者は非営利的な動機によっ
て創作される場合が多い。また，伝統的な出版ルートよりも，UGC の方が創作物を公開す























































































































バイルネットユーザーの割合が大きいことの反映である。2017 年 6 月までに中国のインタ
ーネットユーザー数は 7.51 億人に達したが，うちモバイルネットユーザーは 7.24 億人で
あった（JETRO, 2018）。 
ネット小説業界では，無料の閲覧と課金がともに行われている。電子書籍にお金を払い
たいと思うユーザーの割合は 2018 年 66.4%である。単行本当たりの支払意思額は 2017 年
に 13.6 元（226 円）であったが 7，対して 2018 年の中国における紙製図書の平均定価は













この業界では大手企業 3 社による寡占体制が成立している。Frost & Sullivan による 2016
年の調査結果では，トップ 3 の会社（閲文集団，掌閲科技，中文在線集団）が 64.7%のデ
ジタル閲覧の市場シェアを占めていた 9。次に見るように，3 社はもともと異なる事業ドメ
 
7 iResearch（2017）「2017 年度中国数字閲読白皮書」による。 
8 「紙価，人工成本昇高，漲価対紙製書影響有多大」人民網，2019 年 1 月 30 日
（http://finance.people.com.cn/n1/2019/0130/c1004-30599861.html），2020 年 1 月 6 日最終閲覧。円へ
の換算は各年の平均為替レート（TTM）による。 
9 閲文の「招股説明書」2017 年 10 月 26 日 















 閲文のユーザー数は 1.918 億（2017 年度。以下他の 2 社も同じ）であり，市場シェアと
コンテンツ数がトップである。自ら運営している配信ルートは，ユーザー向けの小説サイ
ト（起点中文網，紅袖添香など）とスマートフォンアプリ（起点中文など）である。その
ほか，親会社のテンセントが所有している QQ 閲読，QQ，Wechat 読書，QQ ブラウザも配
信ルートとして利用する。百度文学や小米多看など他社サイトを通した配信も行っている。 
(3) 掌閲科技 








掌閲のユーザー数は 1.04 億であり，市場シェアは第 2 位である。自社の配信ルートは
2015 年に成立した小説サイトの紅薯網と掌閲小説網，スマートフォンアプリの掌閲，専用






イト 17K 小説網を成立し，2008 年に携帯電話サービス大手のチャイナ・モバイル（中国
 
10 「起点中文網占整个在線文学市場 43.8%的份額」中国網，2012 年 5 月 8 日 















































なる。作品についても，最短で 20 年の契約である。４）更新文字数の最低限（月に 6 万文
字）が規定されており，創作者には定期的な創作が求められる。５）創作者のランキング














11 「網絡作家福利制度昇級」中国作家網，2013 年 6 月 12 日（http://www.chinawriter.com.cn/bk/2013-
06-12/70059.html），2020 年 1 月 6 日最終閲覧。 
12 閲文作家扶持（https://write.qq.com/about/help_center.html），  
起点読書「星計画」（https://acts.qidian.com/2020/2020_09/index.html），2021 年 3 月 6 日最終閲覧。 
13 「網絡作家富豪榜：去年最富的 18 個網絡作家，版税收入総和超 6 億」騰訊網，2018 年 11 月 23
日（https://new.qq.com/omn/20181123/20181123A1P0WJ.html），2020 年 1 月 6 日最終閲覧。 
14 「艾瑞咨詢：2016 年中国網絡文学創作者洞察報告（附下載）」199IT，2017 年 2 月 6 日，



































さらに，ランクが 3 星以上の創作者はプロモーション活動の優先権を握る 16。 
 
15 SOHO（2018）「閲文集団公布 2018 白金大神作家名単」
（https://www.sohu.com/a/228866512_99971698），2021 年 3 月 6 日最終閲覧。 



















応じて，それから高級会員，初級 VIP，高級 VIP といったランクが 3 つある。一方，起点















2016 年の年次報告書によると，960 万点の作品を持ち，そのうち 920 万点がオリジナル作
品である。2018 年，速途研究院（2018）が発表した「2018 年中国網絡文学作家影響力榜」









































18 掌閲 2019 年年次報告書により。 
SOHO（2018）「2017 中国年度網絡文学作家”榜単揭暁，掌閲文学两大神領啣 
」https://www.sohu.com/a/215954737_624612，2021 年 3 月 15 日最終閲覧。 
19 中文在線について「17K 作家全新福利体系」https://www.17k.com/fuli/2017/index.html , 掌閲傘下の
紅薯網について「紅薯小説網簽約作品推薦出版流程」
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The business of Chinese internet novel: from the view of platform and 
user-generated content 
 
Tang Leimengyi and Nozomu Kawabata 
 
In recent years, with the development of Web technologies, the role of platforms in online 
services has been growing, while User Generated Content (UGC) has been growing 
remarkably. Platforms and UGC have been studied separately in the past. However, UGC 
platforms, which combine the characteristics of both, need to be studied independently.  
This paper takes Chinese online novels as a case study and tries to elucidate the unique 
characteristics of UGC platforms. The results of the analysis reveal the following. First, the 
UGC platforms need to secure killer content by increasing the number of creators and 
improving the quality for the network externality to work. Therefore, the platformer has to 
build a training system to develop the creators from amateurs to professionals. In addition 
to setting up financial incentives in the two-sided market of UGC, the platformer must also 
satisfy non-commercial needs such as expression, recognition, communication, and 
learning. In the UGC platform business, vertically integrated businesses that realize such 
transactions are likely to dominate. 
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